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地域社会への影響①地域社会への影響①

地域社会への影響

高齢化の進行

水源地域の過疎化

人への影響

農林業の衰退

地場産業の流出

産業への影響

山間地域の課題

水没地域
の発生

集落の
消失・縮小

地域の
分断

（
水
特
法
以
前
）

水源地域
の衰退

ダム事業を契機とした

課題が顕在化
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地域社会への影響②地域社会への影響②

地域社会への影響

高齢化の進行

水源地域の過疎化

人への影響

農林業の衰退

地場産業の流出

産業への影響

山間地域の課題

水没地域
の発生

集落の
消失・縮小

地域の
分断

水源地域の

継続的な振興

社会経済状況の変化への対応

地域住民の自主性の発揮

社会的ﾆｰｽﾞの変化に
適合しやすい施設計画

経営感覚の発揮

水源地域対策の効果の持続

（
水
特
法
以
降
）

ダム事業を契機とした

課題が顕在化

水源地域の住民が参加した地域振興新たなダム湖の創出
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ダム建設後

公共補償

一般補償

・住宅
　・田畑
　　・山林

・学校
　・役場
　　・道路

水源地域対策特別措置法に
基づく水源地域整備事業

（整備事業）
　・道路等の整備
　・生活環境整備（上・下水道、住宅造成等）
　・生産基盤整備（土地改良等）

下流都府県による負担金により基金を造成し、
以下の対応
　・生活再建のための相談員の設置
　・代替地取得のための利子補給
　・水源地域対策特別措置法の補完措置

ダム建設前

水特法に基づき、水源地域の振興対策を実施水特法に基づき、水源地域の振興対策を実施

水源地域対策基金による
生活再建対策等

（水源地域対策特別措置法のメリット）
　・国の補助等
　・補助率の嵩上げ（法第９条）
　・受益者による一部負担（法第１２条）

地域社会への影響 ３



自然環境への影響自然環境への影響

自然環境への影響

地形の改変

③生態系への影響

④景観障害

①動物への影響

②植生への影響

景観の変化

動植物生息・生育環境の減少・消失

動植物生息・生育環境の変化

動植物生息・生育環境の分断

貯水池の水位変動域の裸地化

環境への影響
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・在来種による水辺の植生の回復

・湿地の復元

・在来種による植生の回復

・クマゲラ等の保全

・改変及び伐採区域の最小化
改変区域の変更

有光層 生産層

無光層 分解層
間欠式空気揚水筒

送気管

気
泡
弾

・曝気による富栄養化の防止

移植状況 移植後の状況

・植物の移植
（重要種の保全）

・既存ダム再編による裸地の解消

水位一定

植生の

復元
裸地

水位変動

自然環境の保全・再生を目指し、自然共生型のダム事業を推進自然環境の保全・再生を目指し、自然共生型のダム事業を推進

自然環境への影響 ５



　・自然環境への影響を予測評価し、環境影響を回避・低減するため、
　　　　　　　　　　　　　　　必要な環境保全対策を実施
　・事業実施中や運用開始後においてモニタリングやフォローアップを実施

　・自然環境への影響を予測評価し、環境影響を回避・低減するため、
　　　　　　　　　　　　　　　必要な環境保全対策を実施
　・事業実施中や運用開始後においてモニタリングやフォローアップを実施

自然環境への影響 ６

環境影響評価法による環境要素

①環境の自然的構成要素の良好な状態の保持

大気環境
・大気質
・騒　音
・振　動

水環境
・水質

土壌に係る環境
・地形及び地質

②生物の多様性の確保
　及び自然環境の体系的保全

③人と自然との
　豊かな触れ合いの確保

④環境への
　負荷量の程度

景　観生態系

廃棄物等
人と自然との

　触れ合い活動の場
動　物 植　物

出典：『ダム事業における環境影響評価の考え方』参照



水環境への影響①水環境への影響①

水環境への影響

③生態系への影響

⑥景観障害

①動物への影響

④水質への影響

②植生への影響

⑤水量への影響

環境への影響

ダムによる流況調整 流況の平滑化

無水・減水区間
の発生

取水等による
水循環経路の変化
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最上川水系寒河江ダムの弾力的管理による放流の効果

ダムの弾力的管理により河川のダイナミズムが回復ダムの弾力的管理により河川のダイナミズムが回復

フラッシュにより

藻が除去された状況

フラッシュ
放流中（１０m3/s）

1999年（平成11年）

浮遊している藻の状況

フラッシュ放流前 フラッシュ放流後

水環境への影響 ８



水環境への影響 ９

砂利採取による河床低下やダムによる
冠水頻度の減少に伴い、高水敷の樹林化が進むことがある

砂利採取による河床低下やダムによる
冠水頻度の減少に伴い、高水敷の樹林化が進むことがある

岩手県雫石川での樹林化の例

1948年 1989年

出典：土木研究所資料「中小河川改修と河川の自然環境」

　　H8.10建設省土木研究所環境部河川環境研究室　ISSN0386-5878　土木研究所資料第3453号



水環境への影響②水環境への影響②

水環境への影響

③生態系への影響

⑥景観障害

①動物への影響

④水質への影響

②植生への影響

⑤水量への影響

環境への影響

貯水池で貯留

温水現象

冷水現象

濁水の長期化

富栄養化現象

１０



富栄養化に起因する影響富栄養化に起因する影響

5

13

1

1

4

1

0

24

11

0 10 20 30

その他

異臭味障害

塩素等注入量増加障害

凝集沈殿障害

ろ過閉塞障害

その他

魚類生息障害

外観質障害

異臭障害

貯水池内

下流河川、

水道等

（単位：ダム）

淡水赤潮

アオコの発生

直轄・公団97ダム中
富栄養化による影響が報告されたダム数（重複有り）

（97ダム中33ダムで報告）

注：ダム完成から現在まで、過去1回以上報告のあったダム数（複数回答あり）

水環境への影響 １１



濁水に起因する影響の発生状況濁水に起因する影響の発生状況

9

10

20

3

0

0 10 20 30

その他

景観障害

魚類への影響

凝集剤等注入量増加

ろ過閉塞

（単位：ダム）

濁水

注：ダム完成から現在まで、過去1回以上報告のあったダム数（複数回答あり）

直轄・公団97ダム中
濁水による影響が報告されたダム数（重複有り）

（97ダム中31ダムで報告）

水環境への影響 １２



冷水に起因する影響の発生状況冷水に起因する影響の発生状況

水環境への影響 １３

1

15

6

0 10 20 30

その他

魚類への影響

水稲生育不良

（単位：ダム）

1996.6.2　読売新聞直轄・公団97ダム中
冷水による影響が報告されたダム数（重複有り）

（97ダム中17ダムで報告）

注：ダム完成から現在まで、過去1回以上報告のあった
　　ダム数（複数回答あり）



様々な富栄養化対策様々な富栄養化対策

流動制御（散気管方式の曝気循環と選択取水の組み合わせ）

支川へのリン吸着材の敷設

耶馬溪ダム（九州地整）の水質浄化人工浮島

貯水池で噴水を兼ねた浅層曝気

水環境への影響 １４



様々な冷水・濁水対策様々な冷水・濁水対策

通常の水位

水位低下時

顔を出す
通常の水位

水位低下時

顔を出す

通常の水位

水位低下時

通常の水位

水位低下時

フェンス

濁水域澄水域 フェンス 濁水域澄水域 フェンス

堆砂

イメージ図

前貯水池（水位変動に伴う貯水池末端の微粒土砂の移動抑制）樹林帯の整備

濁水フェンス 清水・濁水バイパス 選択取水による冷水対策

水環境への影響

表層で取水する場合 中間で取水する場合

１５



ダム貯水池の堆砂ダム貯水池の堆砂

ダム貯水池の堆砂

ダ
ム
貯
水
池
の
堆
砂

土砂の連続性の遮断 下流への土砂供給の減少

異常な堆砂

貯水池容量の減少

貯水池上流部の河床上昇

ダム機能の低下

上流域での洪水時
の水位上昇

１６



ダム計画では、100年間で貯水池に貯まる土砂の量を推定し、
そのための容量（堆砂容量）をあらかじめ確保

ダム計画では、100年間で貯水池に貯まる土砂の量を推定し、
そのための容量（堆砂容量）をあらかじめ確保

１００年分の堆砂容量

１００年後

下流

完成直後

下流

１００年分の堆砂容量

ダム貯水池の堆砂 １７



堆砂の状況は、水系によって大きく異なる堆砂の状況は、水系によって大きく異なる

水系別ダム堆砂率（％）
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堆砂率20％以上

平成11年度時点

富士川 大井川 天竜川 四万十川 那賀川

ダム貯水池の堆砂

堆砂率＝
堆砂量

総貯水容量

※容量100万m3以上のダム（利水ダムを含む）
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